　　　　　　　　看護管理会議　議事録　　　　　　　　　院長　印

実施日　　平成17年　11月1日（火）　　　　　　　　　　（第24回）

時　間　　14：00～14：45　　　　　　　　　　　　　　　 司会者　東

場　所　　病院２Ｆ会議室　　　　　　　　　　　　　　 　記録者　摩尼
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＜連絡・協議事項＞

●研修会●

・感染対策委員会→阿部副主任

・交流分析→鈴木（匡）

●新規入院患者様情報●

・大下良悦様

　本日任意入院となる（妹：大村まりこ様 付き添い）

→保護者は近日中（2、3日中）に弟（健治）様から他の兄弟へ変更

　　病院への支払いについては生活保護から直で支払われる

●インフルエンザ●

昨年と同様に実施。八戸市の65歳以上の方1000円。医事室へ情報提供

●あかしあスタッフ検診●

11月14・16・18（採血・検尿）

●学術●

担当：田村（直）　半沢　米内山　熊野　→三本木　菅野でもOK

さくら病院へは再確認（人数把握）

発表時間は8分間　質疑応答は2分間　合わせて10分間

質疑などは終了後まとめて

発表原稿は11月7日までに提出（担当研修委員まで）

●SW業務について●

公のところから来た文章についてはどうするか

→庶務室から院長へ→院長が判断する→病棟判断になれば院長へ報告

院長に緊急で連絡をとりたいとき（外部へ出す提出書類などについて）

→院長の予定を見て早めに目を通してもらう

→他の方で確認を取ってもらっても良いか予め院長に確認をとっておく（事前確認）

　→本当の緊急性のものについては他の先生に確認し、院長へはメールにて報告しておく

アナムネ・記録書類の改定

→看護と診療で検討

看護スタッフと診療スタッフの役割

→看護と診療どのような動きになればよいか（役割・専門性）

ワーカーがするべきこと・看護がするべきこと・ケアワーカーがするべきことを明確にしていく（11月）→各自、自分の専門性を理解しなければならない

　　●課内研修●

　　11月分（佐藤主任）→資料ができしだい担当振り分け

●月例報告●

やっている仕事の振り返り・丸投げしないようにする為に実施（各自チェックできる

ようにするため）

室長としての仕事の未整理（たまる）→改善のため

月報をある程度統一した形にしてから・・・

↓

会議：11月4日（課長）

自分が（室長として）しなければならないことを今月（11/8）にまとめる。（宿題）

11月8日

法人情報交流会議（主任級も）

テーマ：鍵の取り扱いについて

業務能力ごとの評価

管理者同士での評価（試験的に看護管理会議で実施）

